
2005 年（平成 17 年）3月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（昭和 35 年 12 月 15 日第三種郵便物認可）　第 545 号（１）

花フェスタ２００５ぎふ開幕 ～花フェスタ記念公園（17.3.1）～（記事３頁）

主な記事

岐　阜　県
中小企業団体中央会
岐阜市薮田南5丁目14番53号
岐阜県県民ふれあい会館 12階
毎　 月　 1 5　 日　 発　 行
購読料 年間1,500円（1部125円）
発 行 人 森 本 安 彦
事務局直通電話
管理調整 ﾁｰﾑ 058-277-1100（代）
組織指導 ﾁｰﾑ 058-277-1101
情報広報 ﾁｰﾑ  058-277-1102
調査労働 ﾁｰﾑ  058-277-1104
調査労働 ﾁｰﾑ  058-277-1103
事務局 FAX 番号 058-273-3930

情
報
連
絡
員
全
体
会
議（
各
業
界
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
）　

２

組
合
・
中
央
会
等
の
動
き（
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
ほ
か
）　

３

ミ
ラ
ノ
だ
よ
り　

４　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ベ
ル
リ
ン
）　

５

１
月
の
景
況
調
査　

６　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
ご
案
内　

７

支
所
だ
よ
り
・
推
薦
図
書
の
ご
案
内　

８　

事
務
局
だ
よ
り　

９

　

中
部
圏
と
世
界
を
結
ぶ
空
の

玄
関
、
中
部
国
際
空
港
「
セ
ン
ト

レ
ア
」
が
二
月
十
七
日
開
港
し

た
。

　

空
港
は
、
中
部
の
地
元
の
熱
意

と
努
力
に
よ
り
開
港
し
た
も
の
で

あ
り
、
中
部
空
港
調
査
会
、
中
部
国
際
空
港
建
設
促
進
期
成

同
盟
が
出
来
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
十
年
目
に
開
港
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

空
港
は
、
国
内
で
一
番
充
実
し
た
国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
つ
国
際
空
港
と
し

て
誕
生
し
た
。

　

就
航
便
数
は
、
一

日
当
た
り
国
内
線
が

九
十
四
便
・
二
十
四

都
市
と
結
び
、
国
際
線
は
旅
客
と
貨
物
を
合
わ
せ
て
週
三
百

十
便
以
上
が
就
航
す
る
。

　

充
実
し
た
路
線
網
は
、 地
方
都
市
か
ら
中
部
空
港
を
経
由

し
て
海
外
都
市
へ
向
か
う
新
た
な
需
要
を
生
み
出
す
ほ
か
、

 
製
造
業
が
集
積
す
る
中
部
地
域
に
と
っ
て
は
、 貨
物
専
用
便

の
大
幅
な
増
加
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
競
争
力
を
高
め
る
な

ど
、
中
部
地
区
の
発
展
に
大
き
な
は
ず
み
が
つ
く
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
民
に
と
っ
て
も
中
部
国
際
空
港
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
は
、最
大
の
関
心
事
で
あ
る
。

　

試
算
に
よ
る
と
、
鉄
道
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
場
合
、
県

南
部
か
ら
概
ね
一
時
間
か
ら
一
時
間
半
程
度
。車
で
は
、
県
内

の
高
速
道
路
や
名
古
屋
高
速
道
路
を
使
う
と
岐
阜
市
や
関
市

か
ら
一
時
間
弱
で
あ
る
。

　

将
来
的
な
県
内
か
ら
の
道
路
ア
ク
セ
ス
は
、
▽
中
央
ル
ー
ト

（
対
象
エ
リ
ア
・
岐
阜
、中
濃
、飛
騨
地
域
）東
海
北
陸
自
動
車

道
↓
一
宮
西
港
道
路
↓
第
二
伊
勢
湾
岸
道
路
↓
西
知
多
道

路
↓
空
港
▽
西
部
ル
ー
ト（
同
・
西
濃
地
域
）揖
斐
川
な
ど
県

内
堤
防
道
路
↓
長
良
川
大
橋
↓
第
二
名
神
高
速
道
路
↓
第

二
伊
勢
湾
岸
道
路
↓
西
知
多
道
路
↓
空
港
▽
東
部
ル
ー
ト

（
同
・
東
濃
地
域
）
中
央
道

↓
東
海
環
状
自
動
車
道
↓

名
古
屋
瀬
戸
道
路
↓
名
古

屋
環
状
二
号
線
↓
西
知
多

道
路
↓
空
港
の
早
期
完
成

が
待
た
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、三
月
一
日
に
開
幕
し
た「
花
フ
ェス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
」、

三
月
二
十
五
日
か
ら
開
始
す
る
「
愛
知
万
博
」
に
、
中
部
国
際

空
港
を
利
用
し
国
内
外
か
ら
の
来
場
者
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

空
港
の
開
港
に
よ
り
、
中
部
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割

は
勿
論
で
あ
る
が
、
物
流
の
面
で
も
取
り
扱
い
能
力
、
総
合
保

税
地
域
の
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
モ
ノ
づ
く
り
の
拠
点
で
あ

る
当
地
域
の
旺
盛
な
貨
物
需
要
の
対
応
な
ど
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情

報
の
国
境
を
越
え
た
交
流
が
一
層
活
発
化
し
、
中
部
地
域
が

大
き
く
跳
躍
、発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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中
部
を
支
え
る
基
盤
施
設

中
部
国
際
空
港
開
港
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【
平
成
十
七
年
三
月
一
日
〜
六
月
十
二
日（
一
〇
四
日
間
）】



2005 年（平成 17 年）3月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 545 号（２）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、『
情
報
連
絡
員
全
体
会
議
』
を
二
月
十
日
に
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
に
景
気
動
向
調
査
等
を
委
嘱
し
て
い
る
情
報
連
絡
員
の
う
ち
の

三
十
四
人
が
出
席
し
、
業
界
の
現
況
や
組
合
の
取
り
組
み
等
を
報
告
。
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
売
上
の
減
少
や

収
益
悪
化
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
見
本
市
等
に
よ
る
商
品
Ｐ
Ｒ
、
共
同
購
買
等
の
経
済

事
業
の
見
直
し
強
化
、
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
組
合
も
見
ら
れ
た
。

　

会
議
の
開
始
に
あ
た
り
、
中
央
会

森
本
専
務
理
事
は
、「
昨
年
の
倒
産
件

数
は
、
過
去
七
年
で
最
も
少
な
く
、

景
気
回
復
へ
の
好
材
料
と
の
見
方
も

あ
る
が
、
県
内
の
景
況
は
、
良
い
業

界
と
悪
い
業
界
に
格
差
が
出
て
き
て

お
り
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
年
は
、花
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
の
開
催
を
は
じ

め
、
世
界
ボ
ー
ト
選
手
権
、
愛
知
万

博
の
開
催
も
あ
り
、
中
部
が
注
目
さ

れ
る
年
と
な
る
。
ま
た
、
岐
阜
県
中

央
会
が
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
る
。
さ
ら
に
役
立
つ
中
央
会
と

な
る
よ
う
職
員
等
を
意
識
改
革
し
、

さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
、
産
業
経
済
室
の
井
上
室
長

は
、「
古
田
知
事
か
ら
は
、
積
極
的
に

現
場
に
出
る
よ
う
と
の
指
示
を
受
け

た
。
県
で
は
『
日
本
一
住
み
良
い
ふ

る
さ
と
岐
阜
県
づ
く
り
』
を
目
指
し
、

福
祉
の
充
実
を
重
要
視
し
て
い
る
。

福
祉
の
充
実
に
は
、
産
業
の
活
性
化

が
必
要
で
、
産
業
の
構
造
改
革
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
、
売
れ
る
物
作
り
・
上
手

な
商
い
・
賑
わ
い
の
三
本
柱
を
掲
げ

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
財
務
事
務
所
の
金
子

財
務
課
長
、
商
工
中
金
岐
阜
支
店
の

大
井
次
長
か
ら
も
報
告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
出
席
し
た
情
報
連
絡
員

か
ら
の
現
況
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

〜
主
な
業
界
の
声
〜

　
　

飛
騨
木
工
連
合
会
＝
木
材
や
金

（協）
具
類
等
の
値
上
が
り
に
対
し
て
、
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
が
厳
し
く
苦
慮
し

て
い
る
。
商
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
展
示

会
等
を
強
化
し
、
販
路
拡
大
に
つ
な

げ
た
い
。

　

岐
阜
県
紙
器
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
（
工

組
）
＝
原
材
料
の
紙
が
二
年
続
け
て

値
上
が
り
し
、
板
紙
、
段
ボ
ー
ル
紙

の
原
料
は
三－

四
割
値
上
が
り
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
製
品
価
格
の
値
上
げ

を
行
っ
て
き
た
が
、
一
〇
％
程
度
の

値
上
げ
に
留
め
て
お
り
、
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

岐
阜
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
工

組
）
＝
駅
前
再
開
発
に
よ
り
、
ア
パ

レ
ル
業
界
も
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

産
地
に
恵
ま
れ
、
日
本
の
真
ん
中
と

い
う
立
地
を
活
か
し
、
オ
リ
ベ
ブ
ラ

ン
ド
を
中
心
に
、
岐
阜
か
ら
の
情
報

発
信
を
強
化
す
る
た
め
、
行
政
の
協

力
を
期
待
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
印
刷
（
工
組
）
＝
市
町
村

合
併
に
よ
り
窓
口
の
一
本
化
が
進
む

と
、
発
注
量
が
減
少
し
、
受
注
業
者

の
減
少
へ
と
つ
な
が
る
。
官
公
需
は
、

全
体
の
二
割
程
で
あ
る
が
、
民
間
需

要
の
牽
引
役
を
担
っ
て
お
り
、
発
注

の
確
保
を
期
待
す
る
。

　

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク （
工
組
） ＝

原
油
価
格
に
左
右
さ
れ
る
業
界
で
、

昨
年
末
に
は
五
〇
％
上
昇
と
の
報
告

も
あ
り
、
こ
の
影
響
で
、
全
体
で
六

〇
％
強
の
企
業
が
収
益
減
少
と
な
っ

た
。
仕
事
は
あ
る
が
、
利
益
が
伴
わ

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

関
連
合
刃
物　

＝
関
市
の
刃
物
は
、

（協）

全
国
シ
ェ
ア
の
四
五
％
を
占
め
る
。

売
上
は
前
年
比
横
這
い
で
推
移
し
た

が
、
鋼
材
等
の
価
格
高
騰
を
製
品
に

転
嫁
で
き
て
い
な
い
。

　

川
崎
岐
阜　

＝
自
動
車
関
係
は
、

（協）

排
ガ
ス
規
制
等
に
よ
り
繁
忙
と
な
っ

て
い
る
。
川
崎
重
工
関
係
で
は
、
旅

客
機
や
小
型
機
等
の
生
産
に
よ
り
仕

事
量
は
多
い
が
、
受
注
価
格
や
納
期

条
件
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

岐
阜
県
機
械
金
属
商
業　

＝
景
気

（協）

は
ま
ず
ま
ず
良
く
、
売
上
高
も
そ
れ

な
り
に
あ
る
が
、
企
業
格
差
が
か
な

り
出
て
き
て
お
り
、
県
外
の
大
手
商

社
と
の
競
争
に
よ
り
、
利
益
が
圧
迫

さ
れ
て
い
る
。

　
　

下
呂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（協）
＝
県
下
共
同
店
舗
の
売
上
は
減
少
し
、

個
人
消
費
の
低
迷
と
大
手
量
販
店
と

の
競
合
等
が
大
き
な
要
因
。
要
望
事

項
を
取
り
ま
と
め
、
行
政
等
に
対
し
、

働
き
か
け
を
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
建
具
工
業　

＝
売
上
は
、

（協）

前
年
比
八
・
五
％
減
。
高
齢
化
、
後

継
者
育
成
問
題
な
ど
、
将
来
へ
の
展

望
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部　

＝
中

（協）

部
の
取
扱
実
績
は
全
国
一
位
で
あ
る

が
、
業
界
全
体
と
し
て
は
厳
し
い
状

況
。
燃
料
費
を
直
撃
し
た
原
油
価
格

の
高
騰
は
、
共
同
購
買
を
強
化
し
、

コ
ス
ト
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

新県政に景気回復を期待
情報連絡員 34人が業界の現況を報告

中 小 企 業 団 体 情 報 連 絡 員 全 体 会 議
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国
内
外
か
ら
二
千
四
百
余
社
が
出

展
す
る
日
本
最
大
の
消
費
財
見
本
市

「
第　

回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

５９

ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春
２
０
０
５
」

が
、
二
月
十
五
〜
十
八
日
の
四
日
間
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

　

こ
の
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
は
、
三
百

万
点
も
の
ア
イ
テ
ム
が
勢
揃
い
し
、

質
の
高
い
商
談
型
見
本
市
と
好
評
を

得
て
お
り
、
会
場
に
は
多
く
の
バ
イ

ヤ
ー
が
訪
れ
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い

た
。

　

生
活
雑
貨
フ
ェ
ア
の
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
岐
阜
県
関
刃
物
産
業
連
合
会
が

出
展
し
、「
関
の
刃
物
の
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
環
境
に
優
し
い
エ
コ
ロ
ジ
ー

商
品
や
人
に
優
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
た
商
品
な
ど
を

展
示
。
新
規
顧
客
の
開
拓
、既
存
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
販
路
拡
大
を
狙
い
、
商
品

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
た
。

花
と
人
の
カ
ー
ニ
バ
ル
、華
や
か
に
開
幕
！

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ

販
路
拡
大
を
狙
い
関
の
刃
物
を
Ｐ
Ｒ

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春
２
０
０
５

　

会
場
は
八
千
三
百
品
種
、
二
百
十

六
万
株
の
花
で
彩
ら
れ
、
華
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
土
産
品

コ
ー
ナ
ー
に
は
「
花
フ
ェ
ス
タ
ぎ
ふ

楽
市
」
と
し
て
、
協
同
組
合
岐
阜
市

土
産
品
協
会
（
藤
吉
善
弘
理
事
長
）

が
出
店
し
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
来

場
者
に
県
産
品
を
提
供
し
て
い
る
。

　

花
の
都
ぎ
ふ
運
動
十
五
周
年
を
記

念
し
た
「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ

ふ
」
が
、
三
月
一
日
、
可
児
市
瀬
田

の
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
で
開
幕
し

た
。
開
催
期
間
は
六
月
十
二
日
ま
で

の
百
四
日
間
で
、
花
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
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再
生
商
品
の
販
売
ル
ー
ト
確
保
を

産
業
廃
棄
物
対
策
懇
談
会
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機
関
に
対
し
、
再
生
商
品
を
販
売
で

き
る
市
場
ル
ー
ト
の
確
保
等
に
つ
い

て
支
援
を
求
め
た
。

社
員
を
や
る
気
に
さ
せ
る
秘
訣
を
熱
弁

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

　

組
合
等
の
女
性
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
研
修
会
「
県
内
女
性
経
営
者

等
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」（
二
月
八
日
・
グ

ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）
を
、
中
央
会

と
同
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
主
催
で

開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
、
お
笑
い
を
通
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る

「
オ
フ
ィ
ス
・
な
か
が
わ
」
代
表
の

中
川
政
雄
氏
を
迎
え
、
社
員
を
や
る

気
に
さ
せ
る
中
小
企
業
経
営
術
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

　

二
十
八
歳
の
若
さ
で
信
用
金
庫
支

店
長
に
就
任
し
た
が
、
成
績
が
思
わ

し
く
な
く
左
遷
。
そ
れ
を
機
に
思
い

上
が
り
の
姿
勢
を
改
め
、「
自
分
に
対

す
る
上
司
か
ら
の
評
価
し
か
考
え
ず
、

部
下
の
存
在
を
忘
れ
て
い
た
。
部
下

あ
っ
て
の
自
分
の
立
場
と
思
い
直
し
、

部
下
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
」

と
語
り
、
部
下
を
や
る
気
に
さ
せ
る

リ
ー
ダ
ー
に
変
わ
っ
た
と
い
う
経
験

を
紹
介
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
会
員
な
ど
約
四

十
人
が
参
加
し
、
元
気
溢
れ
る
中
川

氏
の
熱
弁
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

業
界
団
体
の
代
表
ら
約
三
十
人
が

出
席
し
た
「
産
業
廃
棄
物
対
策
懇
談

会
」
が
、
二
月
二
十
三
日
に
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
さ
れ
、
リ
サ

イ
ク
ル
商
品
の
現
状
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

　

辻
正
座
長
を
中
心
に
、
県
の
猿
渡

環
境
局
長
、　

地
球
環
境
村
ぎ
ふ
種

（財）

田
理
事
長
な
ど
も
交
え
て
意
見
交
換

を
行
い
、
廃
棄
物
処
理
費
用
が
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
な
ど
、
各
業

界
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

　

研
究
員
か
ら
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
商

品
は
加
工
費
で
割
高
と
な
り
、
販
売

先
に
乏
し
く
、
普
及
し
に
く
い
な
ど

の
状
況
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
関
係

�
…
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動　

四
月
六
日　

〜
四
月
十
五
日　
　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

（水）

（金）
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　年４回ということでスタートしたこのレポートも、
今回で最後になりました。今回は、最近開催された、
ミラノで一番注目を浴びているDONNA（婦人）ミ
ラノコレクションについて簡単にレポートさせて頂
きます。
◆ミラノコレクションの魅力
　このショウは、秋冬・春夏の年２回開かれますが、
毛皮等をふんだんに使った秋冬が、一番華やかな
ショウだと思われます。２月末に開催された２００５年
－２００６年秋冬ミラノコレクションは、各ブランドの
デザイナーがあらん限りの知恵を絞り、そのブラン
ドの持つ魅力を最大限に生かした商品を見せる最高
の場でありました。今回は意外と黒を基調にした商
品も多かったですが、一番目についたのはメタリッ
ク調の生地をあらゆるところに使用し、金銀とのコ
ンビネーションで、きらびやかに彩られた衣装でし
た。着ているモデルが美しいこともあってうっとり
と見とれてしまいました。
　ショウは長いものは３０分も掛けて次から次へと
アイデアを披露しますが、通常は１５分程度のものが
多いようです。ショウのスケジュールは、ほぼ１時
間刻みでぎっしりと詰まっており、FIERAを中心に
会場を移動します。にもかかわらず、始まるまでに
通常は３０分、長い時は１時間程度待たされます。
さすがに、１時間も待たされると次のショウとの関
係もあり、プレスの人達も痺れをきらして拍手で
ショウの開催を督促するケースも出てきます。
　各ブランドに取って一番大事なのはバイヤーであ
り、宣伝してくれるプレス（新聞雑誌を中心とした
マスコミ）ですので、御機嫌を損ねない程度に待た
せるのがコツなのかも知れません。我々商社マンに
は、なかなか有名なショウの招待券は手に入りませ
んが、３年間で随分たくさんのショウを見させて頂
き、目の保養をさせて頂きました。
◆イタリアの現状と今後について
　楽しかった駐在生活もこの４月末で、ちょうど３
年になり、帰任の内示も出ました。このレポートの

締めくくりに、３年間の
駐在を通じて、私なりに
見て感じた、イタリアの
現状と今後の商売の可能
性を述べて終わりにした
いと思います。
　イタリアはフランスと
並びファッションの中心
であり元祖でもあります。
それを支える繊維産業は、
華やかな時代を終え、何
とか生き残れる方策を模索中です。たくさんのブラ
ンドが次から次へと生まれては消えていく中で、
どっしりと根を張っているものもあります。レギュ
ラー品では経費の安い中国のような新興の勢力には
太刀打ち出来ず、頭と金を使った展開に変わりつつ
あります。パドバを中心としたロボット工学とか、
ナノテクノロジーが注目され出しており、ファッ
ション業界にも新しい波が押し寄せてくるのかもし
れません。
　ミラノでは殆ど見られなくなった紺碧の空を取り
戻す為、汚染の激しい地域は、自動車の利用を制限
（車のナンバープレートの偶数、奇数により利用日
を限定）することも行なわれております。また、環
境問題に対する関心は高く、それを扱う会社の株価
は日増しに高くなってきております。健康に対する
注目度も増えており、喫煙を禁止する場所も増え、
肥満を避ける為という宣伝でライスパスタ（お米を
材料にしたパスタ）が売れております。
　日本同様、少子高齢化の問題を抱えるイタリアに
あって、介護に対する意識も高まっており、バリア
フリーがうたい文句になってきております。夏は冷
房が必須になりつつありますが、バリアフリーをう
たい文句にした害虫よけの網戸の商売も広がってき
ております。介護関連商品の紹介も盛んになってお
りこれから益々この分野は商売のチャンスがあると
思われます。
◆最後に
　やはり日本同様、先進国であるイタリアも、環境、
介護、健康の３Ｋがこれからの繊維の進む道かもし
れません。人の目を楽しませるファッションショウ
同様、屋内の装飾は極めてきらびやかですが、外観
は伝統を重んじ昔の建物を大事にしている点は、日
本とは大きく違うところかもしれません。アメリカ
流の高層ビルが乱立する東京に比べ、ミラノは昔な
がらの町並みを残したところが多く、どことなく落
ち着くのはこのためかもしれません。最近、日本で
もこのやり方が見直されつつあるようです。古きよ
き時代の良さを残しながら最新のファッションの街
であるミラノは、本当に素晴らしいところです。是
非、お立ち寄り下さい。

ミラノコレクション
伊藤忠イタリー会社

社長　農守義文

���������
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

　「世界の家具市場は毎年８％づつ拡大している。
その過程で国境を越えた取引も増大している。世界
中の家具輸出量は、いまや全世界の家具生産量の
２０％を占めるに至っている」（ケルンメッセ）
　毎年１月に開催される世界最大級のケルン国際家
具見本市（Die Internationale Moebelmesse ＝ IMM）に
高山市の�シラカワが出展した。その狙いはもちろ
ん海外市場への展開である。長期展望とともにケル
ンに乗り込んだ同社の白川勝規副社長は言う。「日本
で成熟した洋家具を全世界に発信する時である」と。
■ケルン国際家具見本市 （IMM）
　IMMはナゴヤドームのグラウンド面積の約２１倍
 （２８.５万�） の広大な会場に、１００ヶ国以上から１３万
人のバイヤーらが訪れる世界最大級の家具見本市で
ある。１９２９年に初回が開催されたこの歴史ある見本
市は、今年は出展者総数１,３２９に対して、 実に６４.８％
が海外約５０ ヶ国からの出展であったことからも分か
るように、年を追うごとに世界中の家具関係業者を
惹き付け、 世界一の商談の場へと発展した。 多くの
業界関係者にとって、IMMは世界の家具業界の行方
を占うためにも重要な年中イベントして位置付けら
れているのである。 
■ 1 シラカワの出展
　日本からの出展企業は６社。今年は国際家具産業
振興会と、日本貿易振興機構（JETRO）が共同で国
内企業４社をまとめ、２０年ぶりに日本ブースを企画
出展した。�シラカワもそのうちの一つとして、こ
の絶好の機会に満を持して出展した。
　�シラカワの海外出展は９９年のパリ国際家具見本
市に遡る。その後も０１年にアメリカ・ロサンゼルスで展示
会に出展するなど、ここ数年市場を窺ってきた。そして今
年、ドイツ・ケルンの IMMへの出展を果たした。
　「出展は少なくとも３年は続けたいと思って出て
きた。ヨーロッパにショールームを置くことができ
れば３年で。そうでなければ５年程度でヨーロッパ
での地盤を築きたい」と白川副社長は語る。現在ほ

ぼゼロである海外取引を、
全売上高に対する割合で
３０％にまで引き上げたい
という具体的な目標もあ
る。そして、取引慣行や
市場の成熟度に鑑みても、
まずその進出先はヨー
ロッパであると分析する。
その一方で「日本の人口
が１.２億人で、１５億円を
売り上げている。ＥＵだ
けでも４.５億人。世界には
６０億人がいる。将来的に
３０％を海外で稼ぐという数字も謙虚なものでしょ」と笑い、
肩に力が入っている気配は見せない。
　世界市場は拡大している。大きなパイに目を向け
ることは、なるほど当然の方向であるかもしれない。
■ドイツ及び日本の業界動向
　ドイツ家具製造業連盟によると、０４年１－９月期
の業界売上高は前年同期比で１.５％の伸びとなり、４
年ぶりに好転した。家具輸出比率も、２６.２％となり、
９６年の１３.６％から倍増した。同連盟のクラース会長
は、０５年も好調が持続すると自信を示す一方で、ド
イツ家具業界が生き残るためには、売上高に占める
国外輸出比率を４０％まで引き上げて、国内の需要不
足を相殺する必要があるとの見解を示している。東
欧、中国の安い家具の攻勢に、パイの限られた国内
市場への依存度を低くすることが求められている。
日本においても同様のことが言えるだろう。
　現在、日本の木製家具の輸出比率は１％にも満た
ない。対策が急がれる。
　日本の家具生産量は減少の一途を辿っている。０２
年の日本の木製家具製造出荷額は、１兆３６６億円で、
ピーク時の９１年（２兆１８２３億円）の半分を割り込
んだ（経済産業省工業統計）。事業所数の止まらな
い減少傾向も、その淘汰の激しさを物語る。
■県内企業の海外進出
　昨年１０月、ケルンにおいて県商工会連合会主催の
「オリベ・クラフト展」が、県などのドイツ・オリ
ベ事業の一環として開催された。県内の地場産業で
ある和紙、陶磁器、繊維などの製品とともに展示商
談された飛騨の家具は高い評価を受け大きな商談も
進んだ。出展した日進木工�、飛騨産業�もそれぞ
れ海外における次のステップをヨーロッパで展開す
る準備を進めている。�シラカワの手応えも確かな
ようだ。リトアニアの高級ホテルや、ドイツの大型
小売店からの引き合い、そしてベルギーからは
ショールームへの展示の打診があった。
　多くの家具業者がヨーロッパに海外進出の活路を
求めて動き始めている。近い将来、ヨーロッパ市場
が県内企業を支える収入源となっていくだろう。

家具市場のさらなる国際化 　  　
　 　　　　　　　    ～ケルン国際家具見本市～

岐阜県ベルリン駐在員　吉村　竜一
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…
四
月
は「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
調
月
間
」で
す
！　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】
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１月景況調査

な
悪
化
と
な
り
、
一
年

振
り
に
マ
イ
ナ
ス　
４０

ポ
イ
ン
ト
台
と
な
る

な
ど
、
強
い
景
況
悪
化

の
動
き
と
な
っ
た
。

　

主
要
指
標
に
つ
い

て
も
、
前
月
に
続
い
て

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た
『
一
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔
一
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
悪
化
が
続
き
、
不
況
感
強

ま
る
②
先
行
き
不
安
感
が
依
然
強
い
―
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
て
み
る
と
、
好
転
４
ポ
イ
ン
ト
、
悪

化　

ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な

４６

４２

り
、
前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
て
、

３６

６
ポ
イ
ン
ト
悪
化
と
な
っ
た
。

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
四
月
以
降
続
い
て
き
た

一
進
一
退
の
動
き
か
ら
、
二
ヶ
月
連
続
の
大
き

全
て
の
指
標
で
悪
化
し
、
特
に
売
上
高
に
お
い
て
は
、

前
月
か
ら　

ポ
イ
ン
ト
の
マ
イ
ナ
ス
幅
拡
大
と
な
り
、

１６

厳
し
い
動
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
の
景
況
は
、
需
要
の
低
迷
、
企
業
間
競

争
の
激
化
に
加
え
、
取
引
先
か
ら
は
、
納
入
期
間
の

短
縮
や
小
ロ
ッ
ト
で
の
発
注
、
低
価
格
で
の
取
引
な

ど
が
続
き
、
ま
た
、
原
材
料
費
の
上
昇
、
原
油
価
格

の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
ず
、
収
益
に
つ
な
が
ら
な
い
状
態
と
な
っ

て
お
り
、
厳
し
い
経
済
環
境
が
続
い
て
い
る
。

　

情
報
連
絡
員
か
ら
は
、
先
行
き
不
安
や
企
業
マ
イ
ン

ド
の
低
下
を
指
摘
す
る
意
見
が
増
え
て
お
り
、
今
後
、

さ
ら
に
悪
化
の
動
き
が
強
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（１月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△△▲窯 業 原 料
△△△▲△○石　 　 灰
▲▲△△△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲△▲砂 利 生 産
△△△△△▲砕 石 生 産
▲○△▲○○鋳　 　 物
▲△▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
△△△▲△▲刃物等金属製品 （内需） 
△△△▲△△メ　 ッ　 キ
△△△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
○△△△△△金　 　 型
△△○△▲△電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲▲輸 送 機 器
△△△△△△各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△▲△電 設 資 材
▲△△▲▲▲陶　 磁　 器
○△△○○○機械工具・工作機械
△△△△△△青　 　 果
▲△△▲△▲水　 産　 物
▲△△▲▲▲家 電 機 器 販 売
▲△▲▲△▲メ ガ ネ 販 売
△△△▲▲▲中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△△○○△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△△△△○共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△▲△△▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐 製 造
○△△△○△食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲▲▲菓　 　 子
△△○○△△米　 　 菓
△△△△△△寒 天 水 産
▲△△▲▲▲製 麺
▲△▲▲△▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△△△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
▲○○△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△▲▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲▲▲縫　 　 製
△△△○▲△製　 　 材
△△△△△○銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
△▲△△▲▲東 濃 ひ の き
△△△▲▲▲家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△△△▲紙　 加　 工
△△△△△△印　 　 刷
△△△△○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲△△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲△△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
▲△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
△△△△△△恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△○車 体 整 備
△△△△△▲タ イ ヤ 整 備
△△▲▲△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△△△○下 呂 温 泉 旅 館
▲△▲▲▲▲高 山 旅 館
▲△▲▲△▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△▲△△映 像 制 作
▲△△▲▲▲飲　 食　 業
▲△△▲▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
▲△△△△▲理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
△△▲△△△鉄 構 造 物
――――――電 気 工 事
▲▲▲▲△▲管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲▲△○建　 　 具
▲△▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△△△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲▲▲▲△▲軽 運 送

不
況
感
が
増
大

景
況
悪
化
が
続
く

�
…
Ｓ
Ｅ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
設
計 
〜
基
礎
編
〜　
　

４
月　

〜　

日　

受
講
料
二
万
七
千
円 

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

７
ペ
ー
ジ
欄
外
に
記
載

18

19
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　国税電子申告・納税システム（e-Tax）は、これまで書面により行われていた国税の申告、

納税及び申請・届出等の手続を、インターネット等で行うことができるシステムです。�

　e-Taxを利用することにより、国税に関する各種手続（①所得税、法人税及び消費税の申

告、②全税目の納税、③申請・届出等）が自宅やオフィスに居ながらにして可能になります。

特に源泉所得税の納付、消費税の中間納付や申告（課税期間の特例の適用を受けている場合）

など、ご利用機会の多い手続については、大変便利です。�

　e-Taxを利用すると、税務署や金融機関の窓口に出かける手間が省けるほか、e-Taxに対

応した会計ソフトを利用して経理・決算処理から申告書の作成及び提出という一連の作業を

電子的に処理できるなどのメリットがあります。事務の省力化、ペーパーレス化のためにも、

是非ご利用ください。�

申告書作成� 署名・押印� 持参・送付� 申告・納税�

申告・納税�データ入力� 電子署名�

送信�

～是非ご利用ください！大変便利なe - Tax！～�

もっと詳しい情報はｅ－Ｔａｘホームページへ�
http://www.e-tax.nta.go.jp�

※ｅ-Ｔａｘの最新情報やご利用に当たっての手続等について説明しています。�

�
…
Ｅｘｃｅ
ｌ 
２
０
０
３
基
礎　

４
月　

〜　

日　
　

受
講
料　

一
万
七
千
円

２１

２２
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三
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三
月
四
日
、
土
岐
市
の
新
ス
ポ
ッ

ト
「
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

運
営
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
の
開
発
や
運
営
等
を
専

業
と
す
る
チ
ェ
ル
シ
ー
プ
ロ
パ
テ
ィ

グ
ル
ー
プ
と
日
本
企
業
の
二
社
で

作
っ
た
合
弁
会
社
「
チ
ェ
ル
シ
ー

ジ
ャ
パ
ン
㈱
」
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

や
ハ
ワ
イ
、
国
内
で
は
、
御
殿
場
市

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
か
と
心
配

を
し
て
い
る
住
民
も
多
い
が
、
一
方

で
、
一
日
に
何
万
人
と
い
う
来
場
が

見
込
め
る
施
設
の
オ
ー
プ
ン
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　

温
泉
の
開
発
や
大
型
映
画
館
の
設

置
、
地
場
産
業
で
あ
る
陶
磁
器
の
販

売
促
進
の
強
化
な
ど
、
今
日
の
経
済

環
境
の
下
で
は
、
な
か
な
か
思
い

切
っ
た
投
資
は
難
し
い
と
の
理
解
は

し
て
い
る
が
、
か
っ
て
な
い
ほ
ど
の

集
客
力
を
伴
う
施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上
で
、

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
か
ろ

う
か
。

�
…
登
記
申
請
書
の
Ａ
４
横
書
き
が
標
準
化
さ
れ
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w
w
.m
o

詳
し
く
は
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。　
【        
 
 
  
 j.go.jp/

        
】

　中小企業組合関係税制・中小企業税制の概要のほか、17年度税制改正の要綱（抄）も収録さ

れた「中小企業組合関係税制のあらまし」が発刊されました。�

　本書の主な内容は次のとおりです。その他にも役立つ税制の概要が掲載されています。�

Ⅰ 組合に関する税制の概要�

Ⅳ 平成17年度税制改正の概要�
・平成17年度税制改正の要綱（抄）　　・平成17年度地方税制改正（案）要旨（抄）�

・事業協同組合等�
・非出資組合�
・企業組合及び協業組合�

Ⅱ 組合に関する特別税制�

・法人税率の軽減�
・事業利用分量配当の損金参入�
・留保所得の特別控除 ほか�

Ⅲ 組合と中小企業に関する�
　 主要税制�
・同族会社の留保金課税�
・ＩＴ促進税制�
・中小企業事業承継税制 ほか�

Ａ５版１４４ページ　　定価１，０５０円（税込・送料別）�
【お申し込み・お問い合わせ】　岐阜県中央会　組織指導チーム（058-277-1101）まで！�

中小企業組合関係税制のあらましのご案内�
全国中小企業団体中央会 編集　　　　財団法人中小企業情報化促進協会 発行�

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－
四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
hida@

chuokai-gifu.or.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
tono@

chuokai-gifu.or.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭

日
本
一
広
い
街
『
高
山
市
』

土
岐
市
に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
オ
ー
プ
ン

　

本
年
二
月
一
日
、
高
山
市
と
近
隣

九
町
村
が
合
併
し
、
日
本
一
広
大
な

面
積
を
有
す
る
新
し
い
「
高
山
市
」

が
誕
生
し
た
。
人
口
は
九
万
七
千
人

余
り
で
、
面
積
は
東
京
都
に
匹
敵
す

る
二
一
七
九
・
三
五
平
方
㎞
と
な
っ

た
。

　

町
名
・
字
名
は
、
各
町
村
の
住
民

の
意
向
を
尊
重
し
て
、
合
併
前
の
各

地
域
・
地
区
の
名
称
を
残
す
こ
と
と

や
鳥
栖
市
な
ど
に
展
開
し
て
い
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
は
、

風
光
明
媚
で
眺
望
に
優
れ
た
場
所
に

建
設
さ
れ
、
そ
の
建
物
は
、
雄
大
な

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
に
抱
か
れ
た
米
国
コ

ロ
ラ
ド
の
美
し
い
町
並
み
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
お
り
、
施
設
内
に
は
、
八
十

五
の
シ
ョ
ッ
プ
が
入
っ
て
い
る
。

　

前
日
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
で
は
、
国

道　

号
が
激
し
く
渋
滞
し
、
今
後
、

１９
な
り
、
地
域
の
利
便
性
も
考
え
て
、

以
前
の
町
村
役
場
を
支
所
と
し
て
残

し
、
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

新
し
い
「
高
山
市
」
に
は
、
多
く

の
人
を
誘
う
緑
豊
な
山
々
や
美
し
い

清
流
、
温
泉
な
ど
恵
ま
れ
た
自
然
資

源
が
あ
り
、
ま
た
、
各
地
域
に
は
豊

な
伝
統
文
化
や
伝
統
芸
能
な
ど
古
来

か
ら
伝
わ
る
風
俗
が
あ
り
、
人
情
味

に
富
ん
だ
地
域
資
源
が
あ
る
。
こ
の

地
に
住
む
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
資
源

を
守
り
な
が
ら
、
観
光
交
流
な
ど
地

域
の
活
性
化
や
産
業
振
興
に
活
か
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
伝
統
工
芸
な
ど
特

色
あ
る
産
業
の
ほ
か
、
高
冷
地
野
菜
、

飛
騨
牛
な
ど
全
国
に
誇
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
化
し
た
商
品
も
豊
富
で
、
毎
年
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
こ
う
し
た

財
産
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
日

本
一
広
大
な
面
積
と
な
っ
た
高
山
市

が
、
誰
か
ら
も
「
合
併
し
て
良
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
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�
…
商
業
・
法
人
登
記
に
関
し
て
、当
事
者
出
頭
主
義
が
廃
止
さ
れ
、郵
送
等
に
よ
る
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
！

　
　
　

注
意
事
項
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
法
務
省
Ｈ
Ｐ
又
は
、登
記
を
申
請
す
る
管
轄
登
記
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

　
　
　

岐
阜
中
金
会 （ 
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

　

日　

東
海
北
陸
中
央
会
ブ
ロッ
ク
共

１７
済
会
議（
大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
）

　

日　

産
業
廃
棄
物
対
策
懇
談
会

２３
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

２５
表
者
会
議
（
全
国
中
央
会
）

　
　
　

岐
阜
県
中
小
企
業
再
生
支
援

協
議
会
全
体
会
議
（
岐
阜
商
工
会

議
所
）

〈
二
月
中
〉

３
日　

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
（
ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
岐
阜
）

８
日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ブ
・
女
性
経
営
者
等
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

９
日　

第　

回
岐
阜
県
国
土
利
用
計

３４

画
審
議
会
（
県
議
会
棟
）

　

日　

中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員

１０
全
体
会
議
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

中
部
国
際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア

１３
開
港
記
念
式
典
（
セ
ン
ト
レ
ア
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）

　

日　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ

１５
メ
ッ
セ
ぎ
ふ
２
０
０
４
実
行
委
員

会
総
会
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

え
、
食
品
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
を

再
認
識
し
、
消
費
者
の
関
心
が
高
い

食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

第
一
回
目
は
「
法
規
制
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
に
つ
い
て
考
え
、
食
品

衛
生
関
連
法
、
消
費
者
の
動
向
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　

続
い
て
、
第
二
回
目
で
は
「
現
況

へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
考
え
、
食
品

取
扱
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２

食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え
る

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会

　

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会
（
安
江

政
弘
会
長
）
は
、『
食
品
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
存
立
基
本
要

件
』
を
テ
ー
マ
に
、
二
月
十
五
日
、

二
十
二
日
の
二
日
間
、
岐
阜
市
柳
ヶ

瀬
通
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
で
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
、
株
式
会
社
日
本
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
総
合
研
究
所
の
シ
ニ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
前
田
直
明
氏
を
迎

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

企
業
の
電
子
化
が
一
気
に
促
進

ｅ
－

文
書
法

　

ｅ

－

文
書
法
が
本
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

ｅ

－

文
書
法
と
は
、「
民
間
事
業
者

等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
」
の
略
称
で
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
電
磁
的
に
記
録
し

保
存
等
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る

た
め
の
共
通
事
項
を
定
め
た
も
の
で
、

書
類
の
電
子
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
、
相
当
の
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
今
ま
で
電

子
的
な
保
存
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
、
帳
簿
書
類
・
領
収
書
・
注

文
書
・
定
款
等
の
書
類
を
、
Ｐ
Ｃ
や

Ｃ
Ｄ
な
ど
に
保
存
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
免
許
証
や
条
約
に
よ
る
制

約
が
あ
る
も
の
な
ど
、
電
子
保
存
対

象
外
の
文
書
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

内
閣
官
房
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.cas.g

o.jp/

）
国
会
提
出
法
案
で
ご
確
認
下

さ
い
。

〈
四
月
中
〉

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

２６
会
理
事
会
（　

時　

分
〜
／
県
民

１０

３０

ふ
れ
あ
い
会
館
）

「
中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
団
体
を
募
集
！

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
で
は
、中
小
企
業
の
経
営
者
や

役
職
員
を
対
象
と
し
た
「
中
小
企
業

会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

団
体
を
募
集
し
て
い
る
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
経
営
力
を
強
化

す
る
た
め
の
会
計
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

中
小
企
業
経
営
に
即
し
た
会
計
の
仕

組
み
や
会
計
デ
ー
タ
の
企
業
経
営
へ
の

活
用
方
法
等
に
つ
い
て
、理
解
を
深
め
る

こ
と
に
よ
り
、
経
営
状
態
を
把
握
し
、

将
来
に
向
け
た
有
効
な
経
営
計
画
の

ヒ
ン
ト
を
得
て
、そ
れ
を
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

講
師
は
、
中
小
企
業
診
断
協
会
が

推
薦
す
る
中
小
企
業
診
断
士
が
担
当

す
る
。講
師
謝
金
・
旅
費
は
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
が
負
担
し
、テ
キ
ス
ト

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

も
提
供
さ
れ
る
。

　

五
十
名
程
度
の
受
講
者
が
あ
り
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十

八
年
三
月
十
日
の
間
に
開
催
す
る
こ

と
が
条
件
で
、
複
数
団
体
に
よ
る
共
催

や
、土
・
日
曜
、夜
間
の
開
催
も
可
能
で

あ
る
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
・
組
織
指
導
チ
ー
ム（
〇
五

八

－

二
七
七

－

一
一
〇
一
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

２
０
０
０
を
中
心
と
し
た
食
品
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

前
田
氏
は
、「
食
品
関
連
企
業
に
お

い
て
、
食
の
安
全
面
で
の
事
故
は
致

命
傷
と
な
る
。
危
機
管
理
の
意
識
し

た
食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
」
と
述
べ
た
。


